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こんな研究

をしていま

す 

現代日本語文法、言語学、日本語教育を専門としています。 特に、日本語教育にお

いて重要となる「日本語らしさ」とは何か、また世界の言語の中で日本語がどのよ

うな特徴を持つのかという点に関心を寄せています。研究では、アスペクト（開始・

進行・継続・完了など）やヴォイス（能動・受動・使役など）といった文法構造に

注目し、日本語・韓国語・ロシア語など複数言語を対象に、結果表現や受動構文の

意味・機能の違いを比較しながら考察しています。 

こんな成果

を挙げてい

ます 
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ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

自然な日本語とは何かを考えることは、日本語教育にとって非常に重要です。外国

人学習者の日本語には、しばしば微妙な不自然さや違和感が生じます。また、意図

せず発した表現が相手を不快にさせてしまうこともあります。こうした問題を避

け、学習者が自然で違和感のない日本語を使えるようになるためには、「自然な日

本語」の特徴を理論的に明らかにする必要があります。さらに、その知見を踏まえ

た日本語教育が、多文化共生社会においてどのような役割を果たし得るのかについ

ても関心を持ち、研究を進めています。 

こんな授業

を行なって

います 

 

「多言語相関論ⅣA」 

日本語を母語としない学習者に日本語を教えるという視点から、日本語の文法・語

彙・コミュニケーションの特徴を学びます。学習者の母語との対照を通して日本語

の特性を理解し、多文化共生社会における日本語の役割を言語学的に考察します。 
学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 

日露青年交流センター 日本語教師派遣事業 研修コーディネーター (2023 年 4 月

-) 

私が思う多

文化的かつ、

インターカ

ルチュラル

な人物 

多文化的かつインターカルチュラルな人物として、理想的な日本語教師が思い浮か

びます。日本語教師は、異なる文化的背景を持つ学習者と向き合いながら、異文化

理解と多様性の尊重を日々の教育実践の中で体現しています。多文化共生の視点を

持ち、効果的なコミュニケーションを通じて学習者を支援する姿勢は、まさにイン

ターカルチュラルな人物像そのものです。こうした姿勢は、私自身が研究・教育に

おいて大切にしている価値観とも重なります。 


